
「次世代の語り部」とは？

戦後80年以上が経過し、戦争体験者も高齢化し、

戦中・戦後の労苦を聞く機会が減ってきています。

昭和館「次世代の語り部」は戦後生まれで戦争の

体験はありませんが、当時の人々のくらしや労苦を

学び語り継いでいく活動をしています。

疎開先の井戸で手を洗う児童たち
昭和19年 (1944)9月 埼玉県久喜市
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講話の内容は？

戦争がはじまって、子どもの生活や学校

の授業に影響はあったの？

地方へ集団疎開した子どもたちは、

疎開先でどんな生活をしていたの？

戦地の兵士と家族はどうやって連絡を

とっていたの？

など当時の人々のくらしを、社会清勢や時代背景
とともにお話します。
1回の講話は30分程度です。

国民学校での薙刀の練習
昭和18年 (1943)9月～11月 富山県黒部市

＜昭和館
URL https://www.showakan.go.jp 

昭和館は、昭和の時代に国民が経験した戦争の記憶を継承し、またその時代の国民生活に係る歴史的資料・情報を収集、保存、展示し、その労苦を次世代へ伝える国立の施設です

C) https://twitter.com/showakankudan O https://www.facebook.com/showakankudan/

〒102-0074 東京都千代田区九段南1-6-1 次世代の語り部事業TEL:03-3222-2573 FAX:03-3222-2626

メール：katar ibe@showakan.go.jp 鳳




